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1．メガ・プラットフォーム  
キユーピー株式会社（以下、K 社）

の研究開発では、2009 年より、協働の

場（プラットフォーム）を活用して関

係者の英知を集め、研究開発の推進力

とするという活動に取り組んできた。

研究から品質保証、知的財産、製造な

ど、機能別の組織間で、仕事をリニア

に渡していく旧来の方法では、順調な

場合は効率的であるが、部門間の意思

の疎通に齟齬が生じる場合があり、非

効率になることがある。そこで、台（プ

ラットフォーム）の上に関係者が乗る

というイメージで一堂に会して協働す

ることで、意思の疎通が高まり、結果

的に仕事のスピードが上がると考えた。

Ｋ社にてプラットフォームを実装して

2 年後に研究員を対象にしたアンケー

ト調査を行った。その結果、「意思の疎

通が向上した」「技術課題を解決するス

ピードが上がった」「より難しい技術テ

ーマを解決することができた」「これま

でに取り組めなかったテーマに取り組

むことができた」などの効果が示唆さ

れている [1][2]。（図 1） 

 
図 1 技術開発プラットフォームの効果 

プラットフォームの考えを反映させ

て設計したのが、K 社の研究開発部門

を中核とする複合オフィス「仙川キユ

ーポート」であり、そのコンセプトは、  

メガ・プラットフォームである（図 2）。 

K 社では、この施設を活用し、部署を 

越えた協働により多数の商品を開発し

てきたが、本稿では、事例を 2 つ挙げ

て、その効果について紹介する。 
 

 
図 2 仙川キユーポート 

 
2．「よ・い・と・き」の開発 

K 社は、2016 年 10 月に、2 種類の 
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酢酸菌酵素を配合した「飲む人」のた

めのサプリメント「よ・い・と・き」

を   全国発売した。（図 3） 
 

      
図 3 飲む人のための「よ・い・と・き」 

 
マヨネーズの主要原料である食酢を

長年製造してきた技術の蓄積により、 

酢酸菌が産生する酵素の大量生産に 

成功した。その酵素を配合したもので

ある。この商品は、中堅社員（以下、

YO）の提案が発端で開発がスタートし

た。 酢酸菌は、アルコールを原料と

して酢酸発酵により食酢を産生するも

のである。YO は、この働きに着目し、

酢酸菌の酵素でサプリメントを作って

はどうかと考えた。この酵素を持つ酢

酸菌は、ろ過していない「にごりす」

にも含まれているもので、古来より食

されていた。そこで、YO は社内の提案

制度に応募した。提案は採択され、開

発がスタートした。実際に商品にする

には、研究や製造、品質保証、知的財

産、マーケティングなどの部門間の協

働が必要となる。製造は、食酢を製造

している K 社グループ会社のキユーピ

ー醸造㈱が担当している。仙川キユー

ポートには、これらの部門が同居して

おり、必要な場合は直ぐに集まること

ができ、コミュニケーションを密にし

て開発を進めることができた。提案制

度に応募してから発売まで 4 年を要し

たが、K 社において前例のないカテゴ

リーの商品を、基礎的な知見からこの

期間で発売に漕ぎ着けたことは、K 社

としては速い開発であった。メガ・プ

ラットフォームである仙川キユーポー

トの効果と言えよう。 
 

3．K Blanche の開発 
K 社は、2016 年 10 月、卵由来の抗

ウイルス成分「ノロクリアプロテイン」 

を配合したキッチン用アルコール除菌

スプレー「K Blanche（ケイ ブランシ

ュ）」を発売した。（図 4） 
 

       
   図 4 Ｋ Ｂｌａｎｃｈｅ 
 
「ノロクリアプロテイン」とは、卵

白中の酵素「リゾチーム」を K 社独自

の 技術で加熱変性させたものである。

東京海洋大学と K 社の共同研究により、  

この加熱変性卵白リゾチームに、ノロ

ウィルスを不活化させる効果があるこ

とが見い出された [3]。（図 5） 
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図 5 ノロクリアプロテインのマーク 

 
 基礎的な知見が得られても、それを 

商品として上市するためには、幾つも

の段階を経る必要がある。「ノロクリア 

プロテイン」を使用して、アルコール 

スプレーに仕立てるには、研究、品質 

保証、生産技術、製造、特許、マーケ  

ティング、ファインケミカルなどの部

門間の協働が必要となり、プロジェク

トを結成した。仙川キユーポートには、

それらの部門が総て同居しているため、

声をかければ集まりやすい環境であり、

技術的な難しさやマーケティング上の

困難はあったものの、プロジェクトは

順調に推進できたのである。ノロクリ

アプロテインの効果に関する基礎的な

知見は、2013 年 7 月に得られ、翌 2014
年 11月には業務用商品として上市した。

更に、2016 年 10 月に、家庭用商品と

して  K Blanche の発売に到達でき

た。   「よ・い・と・き」同様、新し

いカテゴリーの商品を、基礎研究から

商品の発売までを迅速に実現できたこ

とは、Ｋ社にとっても驚きのスピード

であった。  メガ・プラットフォー

ムで英知を結集した成果である。K 
Blanche により、ノロウィルスにより

苦しめられる人々が一人でも少なくな

ることが望まれる。 
 
4．まとめ 

 プラットフォームという協働の場の

効用を、K 社における 2 つの商品の開

発過程を事例として紹介した。部署を

越えた協働の場であるプラットフォー

ムは、開発に限らず色々な分野の仕事

で応用の効く手法であると考えている。

本稿を参考にして戴き、各社にて協働

の力によりイノベーションがますます

盛んになれば幸いである。 
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